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家庭ごみ処理手数料の使いみち

野
工
業
高
等
専
門
学
校
及
び
長
野
工

業
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
か
ら
日
頃
研

究
し
て
い
る
太
陽
光
や
水
車
の
お
話

し
を
聞
き
ま
し
た
。

〇
体
験
ブ
ー
ス

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い

て
楽
し
く
学
べ
る
体
験
ブ
ー
ス
は
、

大
賑
わ
い
で
し
た
。

〇
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
や
子
ど

も
用
品
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
環
境
標
語
（
五
七
五
）
コ
ン
テ
ス
ト

▼
最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

　

お
ひ
さ
ま
の 

ひ
か
り
の
パ
ワ
ー

　

は
な
が
さ
く

　

�

●
柳
原
小
学
校
１
年

▼
最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

　

未
来
に
は 

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

あ
り
ま
す
か

　

�

●
長
野
清
泉
女
学
院
中
学
校
１
年

　
　

勝
山 

彩
心
さ
ん

　
　

�

清
水 

最
嵩
さ
ん
・
土
岐
田 

紗
那
さ
ん

　
　

藤
牧 

春
輝
さ
ん
・
保
科 

優
里
さ
ん

　
　

牧
野 

和
真
さ
ん
・
望
月 

光
梨
さ
ん

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

　
「S

ustainable D
evelopm

ent G
oals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
の
略
称
で
す
。

２
０
１
５
年
９
月
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
も
の
で
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

環
境
や
貧
困
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
掲
げ
た
世
界
共
通
の
目
標
で
す
。
こ

の
中
に
は
、「
食
料
廃
棄
を
半
減
す
る
」
な

ど
の
目
標
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
・
分
別
の
徹
底
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。　

特
に
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄

物
の
適
正
な
処
理
は
重
要
で
す
。
み
ん
な

で
実
践
し
ま
し
ょ
う
（
12
つ
く
る
責
任 

つ

か
う
責
任　

14
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
）。

 

私
た
ち
に
で
き
る　

 

あ
る
を
尽
く
し
て

 

食
品
ロ
ス
削
減
５
カ
条

①�

買
い
物
前　

食
材
チ
ェ
ッ
ク
を
忘

れ
ず
に　

食
べ
切
る
分
の
購
入
を

心
掛
け

②�

買
い
物
中　

ふ
と
手
に
し
た
く

な
っ
た
物　

期
限
も
棚
も
手
前
か

ら　

地
球
に
や
さ
し
い
お
買
い
物

③�

週
末
は　

残
り
の
食
材
で
エ
コ
調

理　

残
っ
た
料
理
は
お
弁
当
に
リ

メ
イ
ク

④�

食
べ
き
れ
な
い
お
中
元
と
お
歳
暮

は　

期
限
前
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

へ
提
供

⑤�

宴
会
で
も 

家
庭
で
も
「
あ
る
を
尽

く
し
て
」
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た

 

私
た
ち
に
で
き
る

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
３
Ｒ

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
を
発
生
さ

せ
な
い
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。　

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
す
か
ら
、
賢
く
付
き

合
う
た
め
の
３
Ｒ
を
提
案
し
ま
す
。

○�

リ
フ
ュ
ー
ズ
（R

efuse

）：

　

�

で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
使
わ
な
い
、
も
ら
わ
な
い
、
買

わ
な
い
）

・�

レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
、
買
い
物
は
マ

イ
バ
ッ
ク
、
毎
月
５
日
は
ノ
ー
レ
ジ
袋

デ
ー

・�

ス
ト
ロ
ー
な
ど
の
使
い
捨
て
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
使
わ
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

○�

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル（Responsible

）：

　

�

責
任
を
持
つ
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
責

任
を
持
っ
て
使
う
）

・�

キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
出
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
持
ち
帰
る
。
ポ

イ
捨
て
は
海
に
流
入
す
る
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
発
生
原
因
の
一
つ
で
す

・�

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
も
の
を

選
ん
で
買
う
。
捨
て
る
と
き
の
こ
と
を

考
え
て

○�

リ
ボ
ー
ン
（R

eborn

）：

　

�

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
大
切
な
資
源
）

・��

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
き
ち
ん
と
分

別
、
プ
ラ
と
ペ
ッ
ト
マ
ー
ク
を
確
認

通
信

え
こねこ
え
こねこ

ECO-NEKO
PRESS

「ゴミ通信」
改め
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2 0 2 0 年 2 月 発 行
長野市環境部生活環境課

長野市のごみ量 

seikatukankyo@city.nagano.lg.jp

〒 380-8512　長野市大字鶴賀緑町 1613 番地
電話：026-224-7635  FAX：026-224-8909

91,323t
3,437t
6,048t
4,519t
2,363t
606t
536t
6,195t
206t

115,233t

H30.1～12月 H31.1～R1.12月 対　比
95,463t
3,354t
5,848t
4,009t
2,289t
567t
495t
6,657t
229t

118,911t

4.5%
-2.4%
-3.3%
-11.3%
-3.1%
-6.4%
-7.6%
7.5% 
11.2%
3.2%合計

可
プ
不
紙
ビ
缶
ペ
枝
他

★白熱電球、LEDライト、割れてしまった蛍光灯は「不燃ごみ」の日に出してください★ ★買い物にはマイバッグを持参しましょう★

毎日、家庭・事業所から排出され
る一般廃棄物は、ながの環境エネ
ルギーセンター・長野市資源再生
センターで処理しています。施設
のある大豆島地区の皆さまに、ご
理解とご協力を頂いております。

SDGsの各種マーク

「
な
が
の
エ
コ・サ
ー
ク
ル
」
と
は
、

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
配
慮
し
た
事
業

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
を
長
野
市

が
取
り
組
み
状
況
に
応
じ
て
、
ゴ
ー
ル
ド
・

シ
ル
バ
ー
・
ブ
ロ
ン
ズ
の
三
つ
の
ラ
ン
ク
に

認
定
す
る
制
度
で
す
。

［
市
内
の
認
定
事
業
所
数
］

（
令
和
２
年
２
月
1
日
現
在
）

◎
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ン
ク
…
40
事
業
所

◎
シ
ル
バ
ー
ラ
ン
ク
…
１
４
８
事
業
所

◎
ブ
ロ
ン
ズ
ラ
ン
ク
…
７
事
業
所

ご
み
の
減
量・分
別
で

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）を

ス
マ
ー
ト
に
こ
な
し
ま
せ
ん
か

 

地
球
に
や
さ
し
い
事
業
所
を

 
な
が
の
エ
コ・サ
ー
ク
ル

 
 

　
　
　
　
　
　
に
認
定
し
ま
す
！

  

新
規
ゴ
ー
ル
ド・ラ
ン
ク

  

認
定
事
業
所（
認
定
順
）

○
㈱
中
重
建
設

　

自
社
で
購
入
し
た
土
地
を
造
成
し

太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
。
約
千
枚

の
パ
ネ
ル
で
２
０
０
ｋ
ｗ
を
超
え
る
出

力
で
発
電
し
全
量
買
い
取
り
し
て
い

ま
す
。

○
川
浦
土
建
㈱

　

土
木
事
務
所
倉
庫
に
大
型
の
雨
水

タ
ン
ク
を
設
置
。
溜
め
た
雨
水
を
建

設
現
場
に
利
用
し
て
お
り
節
水
と
自

然
資
源
の
利
用
促
進
を
し
て
い
ま
す

（
平
成
30
年
度
は
約 

１
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
を

利
用
）。

○
㈱
鹿
熊
組

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
建
設
の
際
に
、

場
内
か
ら
発
生
し
た
自
然
石
を
処
分

す
る
こ
と
な
く
ベ
ン
チ
と
し
て
再
利

用
し
た
り
、
コ
ー
ス
に
難
易
度
ア
ッ
プ

の
た
め
巨
石
を
配
置
す
る
等
に
よ
り

有
効
利
用
し
ま
し
た
。

家
庭
ご
み

処
理
手
数
料
の

使
い
み
ち

　
ご
み
処
理
手
数
料
の
有
料
化
は
平
成
21
年
10
月
か
ら
始
ま

り
、
11
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
み
指
定
袋
を
購
入
す
る
と
き
に
販
売
店
を
通
じ
て
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

更
な
る
ご
み
減
量
の
た
め
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

剪定枝葉等
ごみ収集運搬費用
1億1,900万円
（315円）

人口：378,389人
（H30年4月1日現在）

※（　）内は
　一人当たり（円）

剪定枝葉
再資源化費用
1億円（264円）

資源回収団体への
報奨金
6,600万円（174円）

指定袋
流通管理費用
3,100万円
（82円）

ごみ分別等啓発費用
2,300万円（61円）

不法投棄対策費用
500万円（13円）

生ごみ減量対策費用
400万円（11円）

合　計
3億4,800万円
（一人当たり920円）

平成30年度

家庭ごみ処理手数料の使いみち

小
学
生
対
象
の
講
座
も
色
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
る
ニ
ャ
♪

　

今
回
は
、
４
年
生
の
皆
さ
ん
に
、

長
野
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
に
つ
い

て
、
資
料
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
を
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
な
ぜ
ご
み
を
分
別
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
み
の
サ

ン
プ
ル
を
使
っ
て
、「
ご
み
の
分
別
ク

イ
ズ
」
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
、
家
族
の
皆

さ
ん
に
も
、
今
回
の
講
座
で
学
習
し

た
内
容
を
お
話
し
し
て
欲
し
い
と
伝

え
ま
し
た
。

当
日
は
え
こ
ね
こ
も
参
加
し
た
ニ
ャ
♪

た
く
さ
ん
友
だ
ち
が
来
て
く
れ
て
嬉
し

か
っ
た
ニ
ャ
♬

▼�
令
和
元
年
10
月
27
日
（
日
）

　
長
野
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

【
テ
ー
マ
】

自
然
の
め
ぐ
み
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
球
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に
考

え
て
み
よ
う
！

〇
環
境
活
動
発
表

　

日
頃
学
校
で
行
っ
て
い
る
環
境
活

動
に
つ
い
て
、
芹
田
小
、
西
条
小
、

信
州
新
町
小
の
皆
さ
ん
が
発
表
し
ま

し
た
。

〇
学
習
会

　

県
職
員
の
方
か
ら
長
野
県
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
ま
た
、
長

環
境
学
習
講
座

第
24
回

長
野
市
環
境

こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

ごみはなぜ分
別するのか、
学習をしてい
るニャ♪

み
ん
な
で

環
境
学
習

し
て
る
ニ
�
♪

幼児・児童向けの
講座も
開催してるニャ♪

ペダルをこいで風船を
ふくらませているニャ♪

西条小の発表の様子だニャ♪
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○�

乾
電
池

   （
単
１
～
単
４
形
な
ど
、
９
Ｖ
形
）

　

ビ
ン
の
収
集
日
に
集
積
所
（
豊
野

地
区
は
ビ
ン
の
指
定
回
収
場
所
）
に

あ
る
赤
色
コ
ン
テ
ナ
へ
直
接
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
中
身
が
出
た
も
の
や
、錆
・

汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の
は
、
不
燃
ご
み

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
報
知
器
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
一
次
電
池
（
円
筒

形
・
非
充
電
式
）
も
対
象
で
す
。

○
ボ
タ
ン
電
池

   （
形
式
記
号
Ｌ
Ｒ
・
Ｓ
Ｒ
・
Ｐ
Ｒ
）

　

主
に

小
型
電

子
機
器
、

腕
時
計
、

補
聴
器
に
使
わ
れ
て
い
る
小
さ
な
電

池
で
す
。
ボ
タ
ン
電
池
回
収
協
力
店（
一

般
社
団
法
人
電
池
工
業
会
が
指
定
す
る
店
舗
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
店
舗
検
索
可
能
）
に
あ
る
回
収
缶
に

セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
絶
縁
の
上
、
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
コ
イ
ン
型
リ
チ
ウ
ム
電
池

   （
形
式
記
号
Ｃ
Ｒ
・
Ｂ
Ｒ
）

　

主
に
小

型
電
子
機

器
に
使
わ

れ
て
お
り
、

ボ
タ
ン
電

池
よ
り
薄

く
平
た
い
電
池
で
す
。
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー

プ
で
絶
縁
の
上
、
不
燃
ご
み
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
充
電
式
電
池
（
小
型
充
電
式
電
池
）

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
コ
ー
ド
レ
ス
電

話
（
子
機
）、
電
動
工
具
等
に
使
用
さ

れ
て
い
る
ニ
カ

ド
電
池
、
ニ
ッ

ケ
ル
水
素
電
池
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
は
、
小

型
充
電
式
電
池

に
な
り
ま
す
の

で
、
充
電
式
電

池
回
収
協
力
店

（
一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｂ
Ｒ

Ｃ
が
指
定
す
る
店
舗
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
店
舗
検
索
可
能
）

に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
金
属

端
子
部
分
を

絶
縁
の
上
、

出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
缶
等

　
使
い
切
っ
て
か
ら
火
の
気
の
な
い
屋

外
で
穴
を
開
け
、「
缶
」
の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
ラ
イ
タ
ー

　
ガ
ス
を
使

い
切
り
（
点

火
ス
イ
ッ
チ

を
押
し
た
ま

ま
固
定
す
る

等
）、「
不
燃

ご
み
」
の
日

に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ

　
灯
油
タ
ン
ク
の
中
だ
け
で
な
く
、
本

体
を
傾
け
る
な
ど
と
し
て
、
ス
ト
ー
ブ

内
の
灯
油
タ
ン
ク
の
受
皿
か
ら
も
灯

油
を
抜
い
て
、「
不
燃
ご
み
」
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
電
池
等
が
入
っ

て
い
る
場
合
は
乾
電
池
を
抜
い
て
く

だ
さ
い
。

○
小
型
家
電

�

　
乾
電
池
や
バ
ッ
テ
リ
ー
を
入
れ
た
ま

ま
、
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
必
ず
乾
電
池
や

バ
ッ
テ
リ
ー
を
取
り
除
い
て
か
ら
「
不

燃
ご
み
」
の
日
に
出
す
か
、
サ
ン
デ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
や
小
型
家
電
回
収
協
力

店
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★布類も資源回収報奨金制度の対象となります★ ★事業所のごみは集積所に出せません★

この広告は、紙面を有効活用し、自主財源の確保と地域経済の活性化を図るための長野市の取り組みです。
広告主及び広告内容については、長野市が推奨等をするものではありません。

長野資源協同組合

捨てればゴミ
活かせば資源
みんなが主役の環境づくりを

お手伝いしています

026-222-2677
事務局／〒381-0026  長野市松岡2丁目17-12

◎ 組合員が対応します ◎

古紙・古布・資源物全般 オレンジパッカー車には
AEDが搭載されており、
救命講習を受講した
乗務員が乗車しています。

長野市委託 浄掃事業協同組合
tel : 026-221-3505

事務局／〒381-0022 長野市大豆島3397番地6

官公需適格組合証明

いつも、ゴミ・資源物の
　　収集にご協力いただき
　　　ありがとうございます。

適
正
な
ご
み
の
出
し
方

電
池
の
出
し
方

ご
み
収
集
車
の

車
両
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　

不
燃
ご
み
に
「
穴
の
開
い

て
い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
・
ガ

ス
ボ
ン
ベ
缶
」
等
が
一
緒
に

排
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
原

因
と
思
わ
れ
る
車
両
火
災
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
、「
中
身
を
使
い

切
っ
て
い
な
い
ラ
イ
タ
ー
」、

「
石
油
が
残
っ
て
い
る
ス

ト
ー
ブ
」、「
電
池
が
残
っ
て

い
る
家
電
製
品
等
」
が
不
燃

ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
車
両
火
災
に
つ

な
が
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

〇
車
両
火
災
が
発
生
す
る
と

　

・�

集
積
所
は
住
宅
地
に
あ
り
、
周
辺
に
延
焼
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

・
収
集
作
業
員
の
人
命
に
も
関
わ
り
ま
す
。

　

・
ご
み
の
収
集
時
間
も
大
幅
に
遅
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
４
月
４
日
に
長
野
市
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
内
の

不
燃
ご
み
処
理
施
設
で
発
生
し
た
ピ
ッ
ト
火
災
で
す
が
、
発
生
後
の

調
査
で
は
、
集
め
た
不
燃
ご
み
を
貯
め
て
お
く
ピ
ッ
ト
内
に
ス
プ
レ
ー

缶
、
電
池
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
火
災
発
生
原
因
の
疑
い
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
火
災
に
伴
い
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
し
ま
い
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

火
災
防
止
の
た
め
に
も
正
し
い
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

協力店は
こちらから

ボタン電池の
回収協力店を
掲載中

協力店は
こちらから

小型充電池の
回収協力店を
掲載中

ボタン電池

コイン型リチウム電池

災害ごみ搬出前（赤沼公園）

災害ごみ搬出後（赤沼公園）

リチウムイオン
電池の一例

充電式電池各種のリサイクルマーク

　

市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

自
衛
隊
、
行
政
な
ど
す
べ
て
の
人
の

力
を
結
集
し
、
被
災
者
の
た
め
に
一

丸
と
な
っ
て
台
風
19
号
で
発
生
し
た

災
害
ご
み
等
の
撤
去
を
行
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

 

「ONE NAGANO

（
ワ
ン
・
ナ
ガ

ノ
）」
は
、
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

行
政
な
ど
の
力
を
結
集
し
、
長
沼
・

豊
野
地
区
内
に
点
在
す
る
臨
時
集
積

所
か
ら
赤
沼
公
園
へ
災
害
ご
み
を
移

動
し
、
自
衛
隊
が
地
区
外
に
搬
出
し

ま
し
た
。
自
衛
隊
の
活
動
終
了
後
は
、

市
の
委
託
事
業
者
が
搬
出
し
ま
し
た
。

  

こ
の
ほ
か
に
も
国
、
長
野
県
等
を
通

じ
た
支
援
要
請
に
よ
り
、
民
間
事
業

者
、
県
外
か
ら
の
広
域
支
援
、
県
内

市
町
村
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
災

害
ご
み
が
搬
出
さ
れ
ま
し
た
。

ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
／
全
国
清
掃

事
業
連
合
会
／
環
境
省 

自
衛
隊 

各
省
庁
／

長
野
県
／
石
川
県
／
富
山
県
／
一
宮
市
／
射

水
市
／
大
阪
市
／
岡
崎
市
／
春
日
井
市
／
金

沢
市
／
岐
阜
市
／
熊
本
市
／
倉
敷
市
／
鈴
鹿

市
／
瀬
戸
市
／
高
山
市
／
田
原
市
／
豊
川
市

／
豊
田
市
／
豊
橋
市
／
名
古
屋
市
／
白
山
市

／
町
田
市
／
四
日
市
市
／
南
伊
勢
町
／
富
山

地
区
広
域
圏
事
務
組
合
／
安
曇
野
市
／
伊
那

市
／
上
田
市
／
大
町
市
／
岡
谷
市
／
駒
ヶ
根

市
／
諏
訪
市
／
中
野
市
／
松
本
市
／
信
濃
町

／
辰
野
町
／
南
木
曽
町
／
小
川
村
／
宮
田
村

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
災
害
ご
み
の
搬
出
、広
域
支
援
、公
費

　

解
体
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

「ONE NAGANO」を合言葉に
●災害ごみをみんなの力で搬出しました●

ワ ン ・ ナ ガ ノ

スプレー缶・カセットボンベ缶は
使い切ってから屋外で穴を開け、

「缶」の日に出してください。


